
（別紙様式２－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立高森高等）学校 令和３年度（２０２１年度）学校評価計画表 
 

１ 学校教育目標 

地域密着型の特徴を活かしながら、グローバルな視点を持って将来の地域を担う人材を
育てる。そのため、全教職員一体となって「くまもとの教職員像」を実践し、生徒一人
一人が自らの強みを活かして輝きを放つ魅力ある学校づくりに努める。 
①生徒の「自律」を最上位の目標とし、国際人として考え行動できる力を育成する授業
を実践する。 

②中学生が本校を進学先に選びたくなる新たな魅力を具体的に検討し、その実現に向け
た動きを始める。 

③全職員で深い「傾聴」と「承認」を実践し、小規模校だからできるきめ細かな教育活
動を実践する。 

④ 地域との連携を強化し、本校教育活動の魅力を生徒が主体的に発信する機会を意識し
て確保する。 

 

２ 本年度の重点目標 

魅力的な教育活動の創造と効率的な組織運営の実現により、生徒の「自律」：自ら考え
、自ら選択し、自ら判断し、自ら行動できる人を育成する。    
【学校経営目標】（１）幼保小中高連携による「英語教育」や「ＩＣＴ活用教育」を実 

践する。 
（２）スーパー・グローカルハイスクールの指定校とＩＣＴ先進校と 

して、地域密着型とＩＣＴ最大限活用で学びを充実させ、地域 
活性化に連動した新たな学びによる特色化を図る。 

（３）各職員が教育充実のための創造的なアイディアを生み出す。   
                       
【授業目標】（１）主体的に学ぶ態度の育成 【特別活動目標】（１）協働性の育成  

（２）課題発見・解決能力の育         （２）多様性の尊重  
（３）表現し発信する力の育成        

 

３ 自己評価総括表 
評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

働き方改
革を意識
した業務
改善 

ＩＣＴを活用し
た正確性と効率
化を意識した持
続可能な業務改
善を図る。 

各分掌部から最低
１つ、ＩＣＴを活
用した業務改善を
図る。 

〇９月までに各部から２つ以上、ＩＣ
Ｔを活用した業務改善を提案し、職
員間で共通理解を図る。 

〇各部からの提案を１０月～１月で検
証し、次年度に繋げる。 

入学生４
１名確保
のための
本校の魅
力の創造
と発信 

地域活性化策に
連動した新しい
学びに見合う教
育課程を策定す
る。 

学科改編の為の教 
育課程を９月まで 
に作り上げる。 

 

〇学科改編委員会が６月中旬までに、
新教育課程の骨子を作り上げる。 

〇県教育委員会や関係機関等から助言
を受け、学科新設のための教育課程と
スケジュールを作り上げる。 

教務部が主査と
なり、学校総体
で魅力を発信す
る。 

生徒が主力となる
ＩＣＴを活用した
情報発信方法を最
低１つ実施する。 

〇各中学校の進路情報提供状況を見学
し、担当班で情報発信の計画を６月
中旬までに立案し、学校運営協議会
に提案する。 

〇自治体が発行する広報誌や自治体の
情報発信ツールを活用し、本校の教
育活動をアピールする。 

 
学力 
向上 
 

カリキュ
ラムマネ
ジメント
による授
業改善 

個別最適化 
した教育を 
推進する。 

観点別評価を１月
までに確立する。 

〇評価に関する講師招へい研修会や職
員研修等を実施し、観点別評価表を
構築する。 

〇各教科でスーパーティーチャ等を招
聘し、授業改善に取り組む。  

自立型の学びへ
の転換を図る。 

各教科のＩＣＴを
活用した探究型授
業の実践例を１２
月までにまとめる
。 

〇町内義務制のＩＣＴ活用授業を観点
別評価の視点で、全職員１回以上参
観する。 

〇７月下旬までに、授業マネジメント
に沿った授業実践報告をまとめ、２
学期の公開授業に繋ぐ。 



キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

社会にお
ける自己
の生き方
を考える
キャリア
教育の推
進 

地域と連携しキ
ャリア教育に取
り組む。 

グローカル・プロ
デュースの課題研
究テーマそれぞれ
が外部人材や施設
など、１団体との
協力関係を築き、
地域との連携を図
る。また、地域人
材の開拓を行いキ
ャリア教育講演会
の実施を３回行う
。 

〇学校運営協議会にグローカル・プロ
デュースの課題と連携先一覧を提出
し、助言を受ける。 

〇グローカル報告会はYouTube限定配信
等を併用し、学校運営協議会委員や
探究活動に関する外部指導・支援者
に観ていただき、評価を受ける。 

個に応じた体系
的な進路指導を
確立する。 

 

キャリア・パスポ
ート記入時間をＬ
ＨＲの年間計画に
設定し充実を図る
。 
 

〇キャリア・パスポート入力・まとめの
時間を設定し、振り返りと次学期の目
標に繋げる。 

〇１人１台タブレットを活用し、各自の
キャリア・パスポートを電子データ化
する。 

 
生徒 
指導 
 

集団を意
識して行
動できる
力の育成 

保護者（家庭）
と連携した基本
的な生活習慣を
確立し、情報モ
ラル教育を推進
する。 

生徒会が中心とな 
り自他の人権尊重 
と自己の健康管理 
の視点から本校の 
情報モラルのルー 
ルを、８月までに 
見直す。 

〇親と子の学びの中で、情報モラルル
ールを確認し、各家庭で実践する。 

〇ＩＣＴ推進校として、情報モラル遵
守先進校となるべく、講師招へい講
義を２学期に実施する。 

生徒の自治活動
機会を確保する
。 

生徒会・生徒各種 
委員会が「自律」 
を意識した活動を 
最低１つ計画する 
。 

〇体育祭、文化祭を始め、学校行事等 
で生徒会・生徒 各種委員会で地域 
連携の活動を計画し、実施する。 

〇「生徒の心得」の見直し及び再確認 
を、生徒会・後援会役員会合同で実 
施し、服装・頭髪検査撤廃に繋げる

 。 
人権教
育の推
進 

命を大切
にする心
を育む指
導 

多様性を受け止
め、自他を尊重
する資質と人権
感覚を育成する
。 

差別を見抜き、Ｎ
Ｏと言える生徒・
職員が１００％を
めざす。 

 

〇紙面とＩＣＴを活用し、適宜、生徒
・職員・保護者に人権に関する啓発
を行う。 

〇人権教育ＬＨＲ・全校集会・綴り方
などを通して、意見を伝え合い、お
互いを知ることで安心・安全な居場
所づくりを推進する。 

「学びのＵＤの視 
点で互いの授業を 
参観し合う」授業 
参観を２学期に実 
施する。 

○専門機関の助言を受け、保護者・職
員と連携し個別教育支援計画、個別
の支援計画を１学期に作成し、共通
理解を図る。 

○学びのＵＤ化をテーマとする職員研
修や授業参観週間を設定する。 

いじめ
の防止
等 

いじめを
見落とさ
ず、いじ
めを許さ
ない環境 
づくりの
推進 

いじめを許さな
い姿勢を育成し
、いじめの早期
発見に組織的に
取り組む。 

「いじめ早期発見 
のためのチェック 
リスト」と「いじ 
めを許さない行動 
指針（生徒会）」 
をいじめ防止サイ 
ンの日（毎月末） 
に確認する。 

〇いじめ防止サインの日を中心に、本
校のいじめ防止の取組みに関して保
護者と共通理解を図る 

〇ＳＣによるカウンセリングやストレ
スマネジメント研修、ＳＯＳの出し
方研修、スクールサイン等、専門機
関を活用し、いじめの早期発見早期
対応を図る。 

地域連
携(ｺﾐｭ
ﾆﾃｨ･ｽｸ
ｰﾙなど
) 

地域との
連携を強
化し、地
域の期待
に応える
学校づく
り 

スーパー・グロ 
ーカルハイスク 
ール（ＳＧＬＨ 
）事業の充実を 
図る。 

ＳＧＬＨ事業の自
己評価を５月と２
月に実施し、総合
型学校運営協議会
を基盤としたコン
ソーシアムに指導
・助言をいただき
、事業の深化を図
る。 

〇グローカル・プロデュースの活動状
況、学校行事・ 通常の生徒の学習
の様子等をＨＰに掲載する。 

〇グローカル・プロデュースの自己評
価を学校運営協議会（２回目）に提
示し、指導・助言をいただき、次年
度に活かす。 



健康 
管理・ 
安全 
管理 
 

健康教育
・保健教
育の推進 

心身の健康管理 
能力の育成 
 

担任・保護者と連
携して、歯科受診
率９０％以上を目
指す。 

〇保健委員会が、歯に関する疾患が健
康に及ぼす影響に関して生徒及び保
護者に対して啓発活動を行う。 

〇９月に未受診の生徒に個別面談を実
施し、受診に繋げる。 

環境教育
と防災教
育の推進 

環境の維持保全
に寄与する態度
の育成 

学校ＩＳＯの年間
消費電力削減に関
して、昨年度から
の上昇枠を最低限
にとどめる。 

〇コロナ禍対策やＩＣＴ活用授業を充
実するために電力消費は上昇する。
美化委員会主導で、生徒が利用して
いない教室のこまめな消灯を行い節
電に取り組む。 

〇美化委員が、学校ＩＳＯ重点目標に関
して生徒・職員への啓発活動に取り組
む。 

防災意識の向上
と自助・共助の
意識の育成 

自助・共助を含め
た、コロナ禍にお
ける防災教育を２
・３学期に行う。 

 

〇オンラインを通して全国の学校と繋が
り、本校の取組を紹介すると共に他校
の取組を知り、刺激を受けることで更
に防災意識を高める。 

〇阿蘇広域行政事務組合消防本部や高森
町役場と協力して、ハザードマップの
有効な使い方や高層ビル火災の避難を
学ぶ。 

  


